












 

(3) 留意事項 

ア  選考科目ごとに合格基準を定めています。一定の基準に達しない選考科目がある場合は、他の選考科目の 

成績にかかわらず不合格となります。 

イ 第１次選考の合格者は、自己推薦資格等実績書、自己推薦シート及び資格加算の結果で決定します。 

なお、論・作文考査の評価は、第１次選考の合格者分のみ実施し、第２次選考の結果に反映します。 

ウ 最終合格者は、第１次選考及び第２次選考の結果を総合的に判定し、決定します。 

エ 第１次選考には、受験票、鉛筆（ＨＢを５本以上）、ボールペン、消しゴム、腕時計を持参してください 

（ただし、時計機能を含む携帯電話、スマートフォン及び腕時計型端末等電子機器の使用は禁止します。）。 

なお、資格加算を申請する人は、段位を証明する書類の原本と写し（Ａ４サイズにコピーしたもの）も併せ

て持参してください。 

オ 第２次選考の身体（一般・精密）検査については、個人検診となります。第 1 次選考合格発表時に送付する

「身体（一般・精密）検査票」により指定した受診科目（内容については第１次選考時に説明します。）を

医療機関で受診し、期日までに提出してください（受診費用は自己負担となります。）。 

カ 採用選考で提出された書類は、返却することはできません（段位を証明する書類の原本は除く。）。 

キ 各選考科目とも途中退室は認めません。途中退室された場合、途中棄権とし、当該選考の採点は行いません。 

ク 選考当日の進行状況等により、やむを得ず選考時間の変更や延期を行う場合があります。その場合の途中退 

室についても途中棄権となりますので、あらかじめご了承ください。 

ケ 体調の優れない方は、採用選考の受験を控えていただくようお願いします。 

また、当日体調不良等の方の状況次第では、受験を控えていただく場合がありますので、あらかじめご了承く

ださい。 

なお、欠席者及び途中棄権された方向けの再選考の実施はありません。 

 

 

 

 

 

 









自己推薦資格等実績書記入要領（自己推薦方式） 
１ 自己推薦資格等実績書の記入等について 

  「あなたが、経験又は修得してきたスポーツ競技における実績、情報技術等の技能、資格（種類、

分野は問いません）」において、「特に優れていると自ら推薦できるもの」について、その内容を記

入してください。 
また、自己推薦内容について、客観的に証明できる資料をそれぞれに添付してください。 
※ 資格以外の大会実績は、高校時代以降を対象としています。 
※ 証明資料がない実績・資格に関しては、評価の対象となりません。 
※ 受験申込についてはインターネット申込ですが、自己推薦資格等実績書等については、 
  ７月１日(水)から７月２４日(金)（当日消印有効）までに郵送により提出してください。 

２ 必要書類について 

（１）提出が必要な書類は 
   ① 自己推薦資格等実績書 

② 自己推薦資格等実績書に関する証明資料 
    の２種類です。 
（２）「自己推薦資格等実績書」に添付する資料について 

① 証明資料は、「自己推薦資格等実績書」の内容に該当するものを添付してください。   
② 証明資料は返却しませんので、資料についてはコピー（原本不可）を添付するようにしてく 
ださい。なお、必要に応じて証明資料の原本等について、別途確認する場合があります。 

③ 証明資料の枚数については特に制限しませんが、同じ実績等について何枚も資料を添付する 
必要はありません。 
【例】全国大会出場について、複数の新聞に掲載された場合は、いずれか一社の新聞記事に

ついて添付すればよい。 
④ 証明資料については、実績内容が同じものであれば、区分ごとにまとめ、異なる場合はそれ 
ぞれの内容ごとにホッチキス等でまとめてください。 

⑤ 添付の資料については段位免許状等、授与年月日がすでに記載されているもの、新聞記事等、 
発刊日が併記されているもの等を除き、掲載日時、掲載団体の名称を資料に記入してください。 

【例】「平成○年○月○日、情報誌○○○○」 
「令和△年△月、△△社、発行誌「月刊□□□」」 等 

⑥ 証明資料に、本人の氏名や活躍した年月日等が記載されている箇所をラインマーカー等で線 

を引き、目立つようにしておいてください。 

（３）添付する資料の具体例について 
   ① 資料については、自己推薦の内容が客観的に証明できるものであれば、書式等は問いません。 

② 団体戦等、複数メンバーによる実績については、出場メンバーであったことがわかる資料を 
添付してください。 

③ 資料の具体例はおおむね次のとおりです。 
・ 全国大会、都道府県大会で入賞したときの表彰状 
・ 全国大会、都道府県大会に出場したときの新聞記事 
・ 野球、サッカー等のプロチームがホームページ等で公開している「選手情報」、「実績デー 
タ」等、当該チームに在籍している又はしていたことを証明（ホームページを印刷した書類 
など）できるもの。（プロチーム在籍者等の例） 
・ 語学能力、情報技術能力等を証明できる書類 

３ その他 

   第２次選考において実施する面接考査及び専門面接考査では、自己推薦資格等実績書、第１次選 
  考当日に行う自己推薦シートの内容に基づく面接を予定しています。できる限り詳細かつ正確に記入

してください。 



 
チェックリスト①（自己推薦方式） 
申込みを確定する前に必ず確認しましょう。 

 

《受験申込》 

□ 選考方式に誤りはありませんか。 
一般選考か自己推薦方式か、受験する選考方式に誤りがないようにしてください。 

□ 受験区分に誤りはありませんか。 
自分がＡ区分か、Ｂ区分か確認し、正しい区分を選択してください。 

□ 住所、通知先に誤りはありませんか。 
番地やマンションの号室まで正しく入力してください。 
電話番号は受験者本人と連絡の取れる番号を入力してください。 
通知先は、今後送られてくる合格通知などを受け取りたい住所にしてください。 

□ 学歴欄に誤りはありませんか。 
学校名や学部、学科、在学期間の漏れや誤りがないようにしてください。 
退学した学校や休学中の学校、編入前に通っていた学校も漏れがないようにしてください。 

□ 職歴欄に誤りはありませんか。 
勤務先、所在地に誤りがないようにしてください。 

 

《受験票》 

□ 受験票を印刷するためのプリンターはありますか。 
受験票は、後日メールにて通知します。 

各自で印刷（プリントアウト）後、顔写真を貼付し、試験当日に持参する必要があります。 

また、コンビニエンスストア等のプリントサービス等を利用される場合は、それぞれ方法が異

なりますので、各自で確認をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

チェックリスト②（自己推薦方式） 
郵送する前に必ず確認しましょう。 

 

《自己推薦資格等実績書》 

□ 自己推薦資格等実績書を印刷するためのプリンターはありますか。 
自己推薦資格等実績書は、大阪府警察スマート申請システムからダウンロードしてください。 

各自で印刷（プリントアウト）し、必要事項を記入して受付期間中に郵送する必要があります。 

また、コンビニエンスストア等のプリントサービス等を利用される場合は、それぞれ方法が異

なりますので、各自で確認をお願いします。 

 

《郵送による提出物》 

□ 自己推薦資格等実績書（Ａ４サイズの白紙に印字したもの） 

□ 証明資料 
※ 本人の氏名や活躍した年月日等が記載されている箇所をラインマーカー等で線を引

き、目立つようにしておいてください。 

 


